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日本語教育 
日本語研修コース 
初級コース（前期・後期）コーディネーター： Gehrtz 三隅 友子 
 ・国費留学生（大使館推薦、教員研修など）、及び学内生（正規学生、大学院入学前の研究生）を対象と
し、集中研修型で実施する。 
・日本語未習者を対象とし、日本語初級レベルの学習を終えるようにする。 
・大学内外での生活を成人として一人で乗り切れる日本語力を身につける。 
・日本の文化・習慣・社会規範等を授業に盛り込み、日本人との活動も含む学内外の場での日本語学習を
実施する。 
  
実施概要（初級・前期） 
①開講期間 2017年 4月 6日（木）～2017年 8月 18日（金） 
②日程 
4月 6日（木）コースオリエンテーション 
4月 7日（金）授業開始 
4月 14日（金）開講式 
4月 20日（木）ひょうたん島クルーズ 
6月 2日（金）第一分冊試験 
6月 21日（水）国街紹介プレゼンテーション 
6月 25日（日）藍住町ホームビジット 
7月 8日（土）美術館 鑑賞会 
7月 14日（金）福島小学校訪問 
8月 3日（木）第二分冊試験 
8月 18日（金）修了式、最終スピーチ 
 
 
③受講生 
種別 国籍 性別 研修コース終了後 
学内生 モンゴル 女 徳島大学大学院先端技術科学教育部博士前期課程 入学 
学内生 中国 女 徳島大学大学院先端技術科学教育部博士前期課程 入学 
学内生 中国 女 徳島大学大学院先端技術科学教育部博士後期課程 在学 
学内生 中国 男 徳島大学総合科学教育学部博士前期課程 入学 
学内生 モンゴル 女 徳島大学大学院先端技術科学教育部博士前期課程 入学 
 
④教材、担当及び時間割 
１）テキスト 
 ・「みんなの日本語初級Ⅰ・Ⅱ 第 2版」 
（本冊及び翻訳・文法解説書、スリーエーネットワーク） 
２）表記 
 ・ひらがな／カタカナ 
・漢字（278 字）「Write Now! Kanji for Beginners」スリーエーネットワーク 
３）補助教材 
 ・聴解用音声ファイル ・みんなの日本語会話 DVD等 
 
担当及び時間割｛学習総時間 320時間（文化体験等も含む）} 
曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 
場所 常三島 地域創生・国際交流会館 共用室 303 
08:40～
10:10 
日本語 
青木 
日本語 
古山 
日本語 
遠藤 
日本語 
福岡 
日本語 
三隅 
10:25～
11:55 
日本語 
青木 
日本語 
古山 
日本語 
遠藤 
日本語 
福岡 
日本語 
三隅 
12:50～
14:20 
 日本語 
三隅 
 日本語 
三隅 
 
 
・最終課題（スピーチテーマ） 
 「家族と一緒の日本の生活」 モンゴル   「チャレンジする私！」 中国 
 「私の専門・光工学」    モンゴル   「私と勉強」      中国  
「先生と私の夢-言語学の研究-」 中国 
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実施概要（初級・後期） 
 ①開講期間 2017年 10月 10 日（火）～2018年 2月 16 日（金） 
 ②日程 
10月 10日（火）コースオリエンテーション 
授業開始 
10月 13日（金）開講式 
10月 19日（木）ひょうたん島クルーズ 
10月 29日（日）書道体験（県立文学書道館） 
11月 2日（水）徳島県職員との交流セッション 
（自治研修センター） 
11月 18・19日（土・日）オデオン座国際プロジェクト
(美馬市) 
12月 1日（金）第一分冊試験 
12月 8日（水）美術館 鑑賞会 
12月 22日（金）～1月 8日（月）冬休み 
1月 19日（金）市立高校訪問 
国街紹介プレゼンテーション 
1月 19・20日（金・土）つるぎ町ホームスティ 
2月  8日（木）第二分冊試験 
2月 11日（日）文化の森フェスティバル 交流活動 
2月 16日（金）修了式、最終スピーチ 
 
③受講生 
種別 国籍 性別 研修コース終了後 
国費留学生／教員研修留学生 ナイジェリア 女 鳴門教育大学大学院にて研修 
国費留学生／教員研修留学生 中国 男 鳴門教育大学大学院にて研修 
国費留学生／教員研修留学生 マレーシア 男 鳴門教育大学大学院にて研修 
国費留学生／教員研修留学生 マラウイ 男 鳴門教育大学大学院にて研修 
学内生／JICA研修員 ナイジェリア 男 徳島大学大学院先端技術科学教育部博士前期課程 入学 
学内生 モンゴル 男 徳島大学大学院先端技術科学教育部博士後期課程 在籍 
学内生 モンゴル 男 徳島大学大学院先端技術科学教育部博士前期課程 入学 
学内生 中国 男 徳島大学総合科学教育学部博士前期課程 入学 
学内生 モンゴル 女 徳島大学大学院医科学教育部博士課程 在籍 
 
④教材、担当及び時間割 
１）テキスト 
 ・「みんなの日本語初級Ⅰ・Ⅱ 第 2版」（本冊及び翻訳・文法解説書、スリーエーネットワーク） 
２）表記 
 ・ひらがな／カタカナ 
・漢字（278 字）「Write Now! Kanji for Beginners」スリーエーネットワーク 
３）補助教材 
 ・聴解用音声ファイル ・みんなの日本語会話 DVD等 
 
担当及び時間割｛学習総時間 310時間 （文化体験やホームスティ旅行等は含まない）｝ 
曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 
場所 常三島 地域創生・国際交流会館 共用室 303 
08:40～
10:10 
日本語 
青木 
日本語 
古山 
日本語 
遠藤 
日本語 
福岡 
日本語 
三隅 
10:25～
11:55 
日本語 
青木 
日本語 
古山 
日本語 
遠藤 
日本語 
福岡 
日本語 
三隅 
12:50～
14:20 
 日本語 
三隅 
日本語 
古山 
日本語 
三隅 
 
 
・最終課題（スピーチテーマ） 
  「私のチャレンジとゆめ！」 ナイジェリア    「私の秋」 中国 
 「徳島大学での学び」 マレーシア        「日本を楽しむ」マラウイ 
 「あこがれのせいかつ」ナイジェリア       「かんしゃのてがみ」モンゴル 
「このチャンスを未来へ」モンゴル        「私という人」中国 
「私の専門としょうらい」モンゴル 
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上級コース（後期）コーディネーター：橋本 智 
 
概要 
 渡日前入学許可制度で学部に入学する学生を対象にする。 
 入学年度の半年間、日本語レベルの向上を目的に集中コースを行う。日本人学生と一緒に授業を履修し単
位取得ができるように、十分な日本語能力を身につける。 
 日本留学試験を受け、本学の入学試験に合格している学生を対象にするため、大学の講義を聞いたり、教
科書を読んで理解したりできる能力を養う。また、講義を聞くことに慣れさせるため、数学や自らの専門の学部
の授業を聴講させる。 
 翌年の４月から日本人学生と同じように新入生として授業を履修できるよう、日本での生活に慣れさせる。そ
のために、生活指導や文化体験などを行う。 
 2018 年度（生物資源産業学部は 2019 年度）から語学マイレージ・プログラムが始まるため、留学生も英語の
マイレージポイントを取得する必要があり、そのために日本語だけでなく英語能力も向上させる。 
 
実施概要 
期間： 2017年 10月 2日（月）～2018年 2月 9日（金） 
 
時間割： （下段は担当教員名） 
  月 火 水 木 金 
8:40 
｜ 
10:10 
留学生英語 
坂田 
日本語聴解 1 
青木 
留学生英語 
坂田 
 
留学生英語 
坂田 
グラフ理論 
＜聴講＞ 
10:25 
｜ 
11:55 
生物基礎 
＜聴講＞ 
留学生英語 
坂田 
 
日本事情Ⅱ 
（教養教育） 
三隅 
日本事情Ⅳ 
（教養教育） 
三隅 
日本語表現 1 
遠藤 
12:50 
｜ 
14:20 
日本語 D1 
（全学日本語） 
青木 
 数学＜聴講＞ 
日本語表現 2 
橋本 
日本語 D1 
（全学日本語） 
秋永 
材料力学 
＜聴講＞ 
14:35 
｜ 
16:05 
科学技術 
日本語 
橋本 
日本語 8 
（教養教育） 
三隅 
日本語聴解 2 
古山 
留学生英語 
坂田 
日本語読解 
秋永 
16:20 
｜ 
17:50 
 
日本語 6 
（教養教育） 
橋本 
   
 ※週に留学生英語 2 コマを履修し、数学と専門の授業 2 コマを聴講した。 
 
受講者： 
 理工学部に入学予定の学生 2名 （ベトナム） 
 生物資源産業学部に入学予定の学生 1名 （ベトナム） 
 
 
授業内容（シラバス記載）と使用教材  
日本語聴解１ 
（青木洋子） 
書いたり読んだりする中・上級の語彙は豊富でも、聴解では聞き取れないという問題
を解消するために、耳で聞き理解できる中・上級の音声語彙を増やす。また未知の
語彙に遭遇した際、その意味を類推したり聞き飛ばしたりするスキルをこれまで以上
に強化し、得た情報に対して適切に反応できるようにする。 
聴解を難しくしている要因の一つである同音異義語や似ている音を持つ語の問題、
文化的社会的な背景知識の有無の問題などにも配慮しながら、聴解力のレベルアッ
プを図る授業を展開する。毎回 前回の授業内容を確認する小テストを行う。聴解の
内容は①会話、②説明（講義、研究発表、製品や観光地の説明など）、③ニュース
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（天気予報を含む）等 から適宜取り上げる。 
 
中級から上級への日本語なりきりリスニング（ジャパンタイムズ） 
NHKニュース など 
日本語聴解２ 
（古山陽子） 
大学で学ぶために必要な日本語、特に講義や口頭発表を適切に聞くための聴解力
を養成する。 
毎回ひとつのテーマについてのまとまった文章を音声で聞きとり、内容の理解を確認
する。文章全体の構成を意識しながら要点をまとめて答える練習をする。 
 
留学生のためのアカデミック・ジャパニーズ 聴解 中上級（スリーエーネットワーク）  
科学技術 
日本語 
（橋本智） 
学部入学したときに、理系の用語・表現などを聞きとったり、書いたりすることができる
ようにする。 
高校卒業程度の理系関連の内容を日本語で聞いたり読んだり、また書いたりすること
ができるようにする。特に、数式や化学記号、実験用具などを日本語で聞き取ったり
言ったりする練習を行う。 
 
科学技術基礎日本語 留学生・技術研究生のための使える日本語（凡人社） 
科学技術日本語案内（慶應義塾大学） 
日本語読解 
（秋永千恵） 
大学で受講する授業の教科書や、配付される資料を自力で読み、概要を理解できる
ようになるための技術を身につける。難しそうな文章だと感じてもあきらめることなく取
り組めるよう既習の文法や語彙の復習・強化もする。 
課ごとに設定されている習得すべき読解の技術（読解ストラテジー）を１つずつ確実
に身につけながら、様々な文章を読む。最終的には長い文章が読めるようになること
が目標だが、必要に応じて短文読解や速読も取り入れる。 
 
留学生のための読解トレーニング（凡人社） 
日本語表現１ 
（遠藤かおり） 
大学で必須の「書く力」、アカデミックレベルの文章を書く技術を養成するとともに、ラ
イティング力の基礎を見直し強化する。 
表現の練習、具体的な場面を想定した実践練習、そして応用へと進む。短文から始
め、段落構成、長文へと書き方を学ぶ。その過程で、自らの固定化した間違いに気
づくことで徹底的に日本語の構造に関する間違いを正し、演習を通して正しい日本
語表現を考える。 
 
大学で学ぶための日本語ライティング（ジャパンタイムズ） 
日本語表現２ 
（橋本智） 
大学生として適切に運用できる日本語の習得を目指す。 
大学での講義を聞いたりレポートを書いたりするときに必要な漢字や語彙、文型、作
文の書き方を総合的に学ぶ。 
 
アカデミック・ライティングのためのパラスレーズ演習（スリーエーネットワーク） 
考える漢字・語彙 上級編・超級編（ココ出版） など 
 
修了式（2018年 2月 8日）でのスピーチ 
 笑顔の背景 
 日本人の特性 
 日本に来て初めてのこと 
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全学日本語コース 
コーディネーター：橋本 智 
 未習から中級までの日本語学習を希望する学生、研究者とその成人家族を対象とする。 
 常三島・蔵本キャンパスで実施する。 
 希望者には参加証書を発行する。 
実施概要 
 開講クラスと使用教材 
クラス名 レベル 
JLPT 
換算 
CEFR 
換算 
教科書：「みんなの日本語」 
（スリーエーネットワーク） 
Ａ１ 未習者-初級 — A1    初級 I   Ｌ1～Ｌ13 
Ａ２ 初級 N5 A1    初級 I   Ｌ14～Ｌ25 
Ｂ１ 初中級 N5 A2    初級 II  Ｌ26～Ｌ38 
Ｂ２ 初中級 N4 A2    初級 II  Ｌ39～Ｌ50 
Ｃ１ 中級 N4 B1    中級 I  Ｌ1～Ｌ6 
Ｃ２ 中級 N3 B1    中級 I  Ｌ7～Ｌ12 
Ｄ１ 中上級 N3-2 B2    中級 II  Ｌ1～Ｌ6 
Ｄ２ 中上級 N2 B2    中級 II  Ｌ7～Ｌ12   
 
 使用教室 
常三島キャンパス：総合科学部 1 号館 3 階 国際センター教室 
                  地域創生・国際交流会館 3 階 G302、303 
蔵本キャンパス： 蔵本会館 2 階 多目的室 5 
 
 受講者数 
 人数（申し込み時の人数） 
開講 
クラス 
前期 
 2017 年 5 月 8 日～ 
2017 年 7 月 14 日 
後期 
  2017 年 10 月 23 日〜 
2018 年 1 月 26 日 
常三島 蔵本 常三島 蔵本 
A1 17 （17） 4 （4） 6（7） 8（9） 
A2 5 （5）  7（7） 3（4） 
B1 8 （8） 10 （10） 8（8）  
B2 3 （3）  9（9）  
C1 10 （10）  9（12）  
C2 7 （7）  6（6）  
D1 開講せず（2）   6（6）  
D2     
小計 50 （52） 14 （14） 51（52） 11（13） 
合計 64 (66) 62（65） 
 
 開講状況  
前期 月 火 水 木 金 
08:40～ 蔵本 A1 蔵本 B1  蔵本 A1 蔵本 B1 
10:25～ 常三 C2 常三 B2   常三 B2 
12:50～ 
常三 A2 
常三 C1 
 常三 C2  
常三 A2 
常三 C1 
14:35～ 常三 B1    常三 B1 
16:20～ 常三 A1    常三 A1 
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後期 月 火 水 木 金 
08:40～ 蔵本 A2    蔵本 A2 
10:25～ 
蔵本 A1 
常三 A2 
常三 B2 
常三 C2 
 
常三 B2 
常三 A2 
蔵本 A1 
常三 B2 
常三 C2 
12:50～ 
常三 B1 
常三 D1 
常三 C1  
常三 B1 
常三 C1 
常三 D1 
14:35～      
16:20～ 常三 A1    常三 A1 
 
 その他 
 後期の蔵本 B1 は人数が足りず、開講できなかった。蔵本で相談業務を行なっている教員が、B1 受講
希望者と一時間程度の補習を不定期に行った。 
また、後期の蔵本 A1 には途中まで看護実習で留学した学生 2 名が参加した。実習が始まり授業に参
加できなくなったため、上記教員が日本人学生のボランティアとともに、火曜日の午後、指導にあた
った。 
 蔵本キャンパスの全学日本語コースへの参加人数が極端に減少しており、カリキュラムの変更などの
対策が必要となっている。 
一方で、常三島キャンパス A1 の履修学生が増加しているが、理工学部のダブルディグリーの学生な
どの短期留学の学生が多く、次のレベルのクラスに続けて履修する学生はあまり多くない。クラス分
けの工夫も必要である。 
 常三島キャンパスの学生は未習者から上級レベルの学生までと日本語レベルの幅が広くなっており、
留学生数自体も増加している。今年度は A1 から D1 まで、ほぼ全てのクラスを開講しているが、教
員や予算等の制限もあり、より効率的にコースを運営することを検討していかなければならない。 
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教養教育院「日本語」・「日本事情」・「国際交流の扉を拓く」 
コーディネーター：Gehrtz 三隅 友子 
今年度の「日本語」・「日本事情」には新入学部学生が少なく、ほとんどが協定大学の交換留学生の受講で
あった。受講者は日本語能力 N2 以上がほとんどであり、前期後期を通じて様々な学習活動が展開できた。 
また 2016 年度に終了した文部科学省留学生交流拠点整備事業(2014-2016 年)の留学生らが県内の様々な活
動を支援する「とくしま異文化キャラバン隊」が、昨年度からは文化庁「『生活者としての外国人』の日本
語教育事業」の支援を受け、2017 年度からはつるぎ町（徳島県美馬郡、2019 年度まで）も採択され、本年
からは県南部と西部を結んだ広域的な日本語教育及び交流の支援を行っている。そうして地域のイベントに
参加し、様々な世代と交流しながら対話による日本語力の向上と日本文化の体験学習が実現できている。 
＜実施概要＞前期：日本語 1･3･5･7 日本事情 I･III、後期：日本語 2･4･6･8 日本事情 II･IV 
時間 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 
1･2      
3･4   
日本事情 
I･II 
日本事情 
III･IV 
 
5･6      
7･8 日本語 1･2 日本語 7･8    
9･10 日本語 3･4 日本語 5･6    
 
日本語 1 前期 
担当者 遠藤 かおり 
受講人数 15 名（中国 8 名、スウェーデン 3 名、ベトナム 2 名、台湾 2 名） 
使用教材 『留学生のためのここが大切文章表現のルール』石黒 圭・筒井千絵 スリーエーネットワーク 
他適宜プリント配布 
概要 日本語の基礎力補強を行うことと位置づけ、大学で要求される日本語での表現力の強化を目
指した。四技能のうち、「書く」ことを主とし、日本語の基本的な構造に深くかかわる文法項
目の見直しと強化を行った。誤解を与えず、いかに正確に伝えるかを重点に、位置取り、物
体の説明なども行った。毎回トピックごとの関連語彙を小テストし、語彙力強化も行った。
授業は、課題作文を元に不注意なミスや不適切な表現を取り上げ、問題の意識化を図り、自
ら推敲する力と論理的に矛盾のない文章を書く事を目指した。 
 
日本語 2 後期 
担当者 遠藤 かおり 
受講人数 13 名（中国 6 名、スウェーデン 1 名、台湾 6 名） 
使用教材 『小論文への 12 のステップ』友松悦子 スリーエーネットワーク 
他適宜プリント配布 
概要 日本語の基礎力補強を行うことと位置づけ、大学で要求される日本語での表現力の強化を目
指した。アカデミックジャパニーズ（レポート・小論文を書く、プレゼンテーションをする）
の基礎となる日本語の構造を見直し、自他動詞の復習、描写表現、思考表現の訓練をした。
その過程で、自分でも気づかずに使用していた間違いを知り、弱点を意識化することでレベ
ルアップを図った。最終的にはプレゼンテーションを想定した資料説明のための日本語とし
て、グラフの読み方を強化した。他のクラスにおいてスムーズな活動の遂行や論理的な文構
成ができることを念頭において行った。 
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日本語 3 前期 
担当者 橋本 智 
受講人数 18 名（スウェーデン 3 名、中国 9名、台湾 3名、ベトナム 3名、モンゴル 1 名） 
使用教材 「知へのステップ」学習技術研究会 くろしお出版、他 
適宜、教員作成のハンドアウトを配布 
概要 大学の授業での調査の仕方と調査した内容を発表する方法を学んだ。そのために必要な日本
語運用力を養うことも目指した。テーマを探す、調査して考察する、口頭発表する、レポー
トを作成する、という流れで行ない、図書館の使い方やパソコンソフトの使い方なども扱っ
た。実際にテーマを決め、アンケート調査を行い、最終レポートを作成した。 
 
 
日本語 4 後期 
担当者 橋本 智 
受講人数 21 名(中国 9 名、台湾 6名、スウェーデン 1名、韓国 1 名、ベトナム 3名、モンゴル 1名） 
使用教材 日本経済新聞、アジア人財資金構想事業共通教材、ワールドビジネスサテライト（テレビ大
阪）、他 
概要 「ビジネス日本語」という切り口で、就職活動時や日本の企業で働くときに求められる日本
語やビジネス文化の習得を目指した。就活関連の活動、エントリーシートの書き方、メール
や宛先の書き方、業界研究などを扱った。ビジネスニュースに慣れ、ビジネス用語や表現を
増やすため、日経新聞の読解やビジネス関連のニュースの聞き取りも行った。 
 
日本語 5 前期 
担当者 橋本 智 
受講人数 16 名（スウェーデン 4 名、中国 7名、台湾 2名、ベトナム 3名） 
使用教材 「知へのステップ」学習技術研究会 くろしお出版、他  
概要 大学で求められるレポートの書き方を学んだ。説得力のある文章が書けるようになることを
目的に、自らの周りを観察し、社会で起こっていることに興味を持ち、それらについて考え
るとともに、基礎力を高めるためのトレーニングを行った。具体的には自己ＰＲ文、意見文、
報告文などの作成を通して、自分の考えを読み手によりよく伝えるための方法を扱った。首
尾一貫した文章の書き方、段落の作り方、要約の仕方、意見文と事実文の書き分け方などを
整理した後、実際に自分たちでテーマを決め、文献を集めてレポートを作成した。 
 
日本語 6 後期 
担当者 橋本 智 
受講人数 18 名（中国 8 名、台湾 3 名、スウェーデン 2 名、韓国 1 名、ベトナム 4 名 
使用教材 「留学生のための大学の授業へのアプローチ」ピロッタ丸山淳 凡人社、「講義を聞く技術」
産能短期大学日本語教育研究室 産能大学出版部、他 
概要 大学の授業を聞き理解するために必要な上級日本語の能力を伸ばすことを目的とした。語
彙・表現を増やすため、擬態語擬音語や漢字、外来語（カタカナ語）の聞きとりと意味の確
認を行った。また、大学の授業を聞くための技術、例えば要点を聞き取る、繰り返された語
彙を重点に聞く、ノートをわかりやすくとる、といったことを学び、実際に講義を聞いて聴
解の能力向上を目指した。 
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日本語 7 前期 
担当者 Gehrtz 三隅 友子 
受講人数 18 名（スウェーデン 4 名、中国 8名、台湾 2名、ベトナム 2名、カナダ 2名） 
使用教材 『パパとムスメの 7日間』DVD映像 TBS テレビドラマ、映像を基にした自主作成教材 
概要 生教材のドラマを使うことによって、より現実に近い日本語とその文化的背景を学ぶことを
目標とした。特に教材として使用したドラマは、学校、家庭そして会社という場面によって
一人の人物が異なる表現を使い分けている事実に注目した。さらにジェンダーに表される非
言語の要素の理解から、日本社会と日本人の行動に関して考える機会を持った。また日本文
化特有の行動について自国との比較も含めた話し合いも行った。 
 
 
日本語 8 後期 
担当者 Gehrtz 三隅 友子 
受講人数 13 名（スウェーデン 2 名、中国 3名、台湾 3名、ベトナム 5名） 
使用教材 『ハケンの品格』DVD：映像フジテレビ及び映像を基にした自主作成教材 
概要 生教材のドラマを使うことによって、より現実に近い日本語を学ぶことを目標とした。特に
本教材は、会社での地位や人間関係によって一人の人物が異なる様々な表現方法を使用する
ことに注目した。コミュニケーションに必要な非言語の要素の理解から、日本社会と日本人
の行動に関しての理解を深めた。授業の方法として、各自が事前学習としてドラマ視聴とス
クリプト確認を行い、授業内では、内容の確認とシーンを演じる活動を行った。最終課題は
一人の人物を取り上げ、ストーリーの展開とともにその人物の言語や行動がどのように変化
したかを記述し、さらにそれらを互いに読み合い感想を共有した。 
 
 
日本事情Ⅰ 前期 
担当者 Gehrtz 三隅 友子 
受講人数 15 名（スウェーデン 4 名、中国 6名、台湾 2名、ベトナム 1名、カナダ 2名） 
使用教材 適宜プリント教材を配布 
概要 徳島の文化と社会を日本人学生との協同学習によって知ること、日本語に限らず言語以外に
も様々な方法によるコミュニケーションを体験的に学ぶこと、さらに学外の活動に参加する
ことを中心に行った。さらに授業内では、また日本人学生及び社会人（「異文化交流から学ぶ
グローバル化」受講者）との協同学習の場を設け、日本人への提言作成に関してはグループ
ワークによって、問題設定-調査-意見交換-最終課題の作成-発表会を行った。「日本人への
提言」の各テーマは以下である。 
①はじまりは少女時代 ②日本でのいろいろな発見 ③日本人の曖昧さ 
④親しくなりましょう ⑤積極的に自分の意見を出しましょう 
⑥日本の文化、歴史の学び方に気がついた     ⑦部屋を借りること 
⑧日本の魅力     ⑨日本について考えたこと、日常と教育 
⑩愛について     ⑪日本についてびっくりしたこと 
⑫日本の生活の感想  ⑬「日本とスウェ-デンとの違い」 
⑭自由        ⑮アニメについての話   ⑯バイトの規則の違い 
また授業内で徳島県外国人日本語弁論大会の参加者のスピーチを公開練習の場とし、互いに
指摘し改善する活動も行った。 
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日本事情Ⅱ 後期 
担当者 Gehrtz 三隅 友子 
受講人数 18 名（台湾 6名、ベトナム 5 名、スウェーデン 2 名、ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ 1 名、中国 2 名、韓国 1 名、
カンボジア 1名） 
使用教材 適宜プリント教材を配布 
概要 徳島の文化と人を日本人学生との協同学習によって学ぶ、日本語に限らず言語以外にも様々
な方法でコミュニケーションをとることを体験的に学ぶこと、さらに学外の活動に参加する
ことを中心に行った。異文化に対して気づく⇒日本語のことばに関するビデオ画像の作成⇒
音楽を使った英語のミニミュージカル作成⇒日本人への提言作成と発表（留学生）という流
れからアクティブ・パフォーマティブラーニングをさらに相互及び自己評価活動を体験し
た。 
「日本人への提言」の各テーマは以下である。 
①煌めく酒 ②日本の友達へ ③日本に来て感じたこと 
④日本人の印象 ⑤生活の違うところ ⑥年賀状の文化 
⑦日本人の笑顔 ⑧交換留学 ⑨禁煙 ⑩日本に来て 
⑪日本人の習慣 ⑫環境コストを考える⑬日本に来てから 
⑭道路と交通 ⑮日本人の親切さ ⑯錆 
今期も共通教育「異文化交流体験から何を学ぶのか」受講の日本人学生・社会人と協同学
習の場を設定し、合同で活動を行った。 
 
日本事情Ⅲ 前期 
担当者 Gehrtz 三隅 友子 
受講人数 14 名(スウェーデン 4名、中国 3名、台湾 2名、ベトナム 2名、カナダ 2 名、モンゴル 1 名) 
使用教材 適宜プリント教材を配布 
概要 「とくしま異文化キャラバン隊」のコアメンバーとして活動を行った。授業内外で体験的に
日本語と日本文化を学んだ。特に今年は、徳島の食品を自国で売り出すためのアドバイスを
事業主と考える機会や、市立高校との協働で台湾や中国からの留学生が高校生に中国語を教
える機会を持った。 
＜活動内容＞： 
5 月 25日「漬物試食体験会 ハラル認証・漬物を世界へ」 
6 月 8 日「ものづくり体験交流会」徳島県中央テクノスクール訪問 
6 月 12-16日「日和佐八幡神社秋祭りとミニ報告会（15 日）」 
6 月 25日「ホームビジット 藍住町国際交流協会」 
6 月 29日「鴨島小学校訪問交流」 
7 月 10日「高校訪問講義（中国語と台湾事情）」 
7 月 13日「半田そうめん+柚りっ子 ハラルレシピ試食体験会」 
7 月 19日「市立高校生への中国語講座 多言語カフェ」 
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日本事情Ⅳ 後期 
担当者 Gehrtz 三隅 友子 
受講人数 20 名（中国 6名、台湾 8名、ベトナム 5名、韓国 1名） 
使用教材 適宜プリント教材を配布 
概要 文化庁「『生活者としての外国人』の日本語教育事業」として、とくしま異文化キャラバン隊
のコアメンバーとして活動を行った。授業内外でいくつかのプロジェクトワークを通して体
験的に日本語と日本文化を学んだ。 
＜活動内容＞： 
10月 7-8 日   日和佐八幡神社秋祭り支援 
11月 2日     徳島県職員との交流活動（自治研修センター主催国際化講座） 
11月 18-19日  オデオン座国際プロジェクト（美馬市脇町劇場オデオン座演劇活動）         
1 月 11日・25 日「サツマイモのニーズ及び嗜好性調査」 
（徳島県農林水産総合技術支援センター経営研究課） 
 
共創型学習「国際交流の扉を拓く」前期 
担当者 金 成海、Gehrtz 三隅 友子、チャン・ホアン・ナム、福岡 佑子 
受講人数 88 名 
使用教材 適宜プリント教材等を使用 
概要 国際センター教員 4名によるオムニバス形式で実施した。コミュニケーションを振り返り体
験的に学ぶワークショップ、また海外留学を視野に入れた大学生活を計画するために先輩か
らの話を聞く機会も設けた。受講者は総合科学部、理工学部、生物資源産業学部、歯学部、
医学部さらに留学生と多様でありグループワーク等で様々な人との交流ができたことが評
価された。 
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総合科学部 日本語教員養成に関する科目  
コーディネーター：Gehrtz 三隅 友子 
総合科学部の専門科目「日本語教員養成に関する科目」として、日本語教授法Ⅰ・Ⅱ、日本語教育方法論
Ⅰ・Ⅱ、の 4 講義を国際センター教育部門の教員が担当している。日本語教授法Ⅰ・Ⅱ、日本語教育方法論
Ⅰ・Ⅱは隔年開講のため、2017 年度は以下を開講した。 
実施概要 
時間 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 
1･2      
3･4  
日本語教授法Ⅰ（前期） 
日本語教授法Ⅱ（後期） 
   
5･6      
7･8      
9･10      
 
日本語教授法Ⅰ 前期 
担当者 橋本 智 
受講人数 19 名（日本 13名、スウェーデン 3 名、中国 3名） 
使用教材 「日本語教育文法講義ノート」山下暁美 アルク 
概要 外国語としての日本語の文法を学んだ。特に、日本語初級で扱う文法・文型を取り上げ、ど
のような項目がどんな状況や文の中で実際に使われるのか、どのように日本語学習者に教え
るのか、などを扱った。特定の状況での具体的な文型を取り上げ、日本語学習者にわかりや
すい日本語の仕組みを考えた。 
 
日本語教授法Ⅱ 後期 
担当者 Gehrtz 三隅 友子 
受講人数 24 名（留学生中国 3名、台湾 1名、スウェーデン 1名を含む） 
使用教材 「学びとは何か」今井むつみ 岩波新書 その他 適宜プリント配布 
概要 日本語を外国語として教える方法について国際センターの日本語研修コースの教育内容を
紹介しながら、言語教育のみならず広く「学習」すなわち「学び」について教材図書を中心
に共に考えた。また後半は「評価」に関して、教育全般における「評価」の意味さらに、日
本語教育の「評価」の有り方を考えた。最終レポートは自己評価と他者評価を行う機会も持
った。 
 
  
